
「小学生による身近な生き物調査」調査結果報告書 

 

 子どもたちが、身近な生き物の生息状況を把握し、生き物の生息環境を守

り育てていくことの大切さを学習するため、「小学生による身近な生き物調

査」を実施しました。今年度は、市内の小学校の協力により、校区ごとに６

種類のセミの生息状況を調査しました。 

１ 調査概要 

（１）調査対象の生き物 

セミ６種類 

①アブラゼミ 

②クマゼミ 

③ミンミンゼミ 

④ツクツクボウシ 

⑤ニイニイゼミ 

⑥ヒグラシ 

（２）調査期間 

令和２年７月２０日（月）～８月３１日（月） 

（３）調査場所 

姫路市内の全校区 

（４）調査員 

市立小学校の６年生児童 

（５）調査方法 

各小学校区毎に、調査期間中に自宅周辺の公園、河原、街路などでセ

ミの鳴き声を聞いた人の数を調べてもらいました。 

２ 令和２年度調査結果 

（１）調査結果一覧表（別紙のとおり） 

各種類について、調査でセミの声を聞いた児童数（発見者数）を調査

員に参加した児童数（調査員数）で割ったものを「発見率」として算出

し、それぞれの種の各調査年度における発見率を表１に示しました。。 

 

 
アブラゼミ クマゼミ ミンミンゼミ ツクツクボウシ ニイニイゼミ ヒグラシ 

令和２年 ８０．４％ ６２．９％ ７１．８％ ５３．９％ ３１．７％ ２８．０％ 

平成２７年 ８６．３％ ５６．５％ ８２．８％ ６５．９％ ３１．２％ ３１．２％ 

平成２２年 ８１．５％ ５５．４％ ７１．９％ ６０．３％ ２９．１％ ２４．３％ 

 

 

表 1 種ごとの発見率（調査員に対する発見者数）の推移  



小学生による身近な生き物調査では、さまざまな動植物を対象として

いますが、その中でもセミは児童になじみが深い生き物であり、また、

鳴き声に由来しているセミの名前も多いため、調査結果は、かなり正確

な値を示していると考えられます。 

平成２７年の結果では、平成２２年に比較して全ての種類において発

見率が上昇し、アブラゼミとミンミンゼミについては８割以上の発見率

でしたが、今回の調査では、クマゼミを除くすべての発見率が低下し、

クマゼミの発見率がはじめて６割を超える結果となりました。児童から

も最近クマゼミが増えているとの声が多く聞かれました。最近の研究に

おいてもヒートアイランド現象や地球温暖化により分布域を拡大して

いるとの報告されています。 

一方で、ヒートアイランド現象や温暖化により分布域を縮小している

種としてニイニイゼミが知られていますが、これについては、姫路市で

は１０年前、５年前、今回と発見率が微増する結果となりました。 

 

 

 
アブラゼミ クマゼミ ミンミンゼミ ツクツクボウシ ニイニイゼミ ヒグラシ 

令和２年 ４３校 ２３校 ３６校 １４校 ３校 ４校 

平成２７年 ３４校 １１校 ３５校 １１校 ２校 ３校 

平成２２年 ４７校 １２校 ３６校 １９校 ４校 ２校 

 

それぞれの種について、児童の７５％以上が発見した学校の数は、１

０年前、５年前、今回共に大きな傾向の変化はなく、アブラゼミ、ミン

ミンゼミを発見した学校が最も多い傾向がありました。一方で、クマゼ

ミについては、今回の調査で学校数が倍増しており、市域においてクマ

ゼミの分布域が拡大していることがわかりました。（表２）。 

 

発見数 ６種類 ５種類 ４種類 ３種類 ２種類 １種類 

令和２年 ６１校 ４校 ２校 １校 ０校 １校 

平成２７年 ３７校 ５校 １校 ０校 ０校 ０校 

平成２２年 ６１校 ５校 １校 ２校 ０校 ０校 

 

学校ごとの発見種数では、６種類全部を見つけた学校がほとんどを占

めており、姫路市の児童は６種類のセミをしっかりと見分けていること

がよくわかりました。 

表 3 学校ごとの発見種数 

※(%)は、当該年度参加校数における割合  

表 2 75％以上の発見率があった種の学校数の推移  



３ 令和２年度調査結果 

（１）調査結果一覧表（別紙のとおり） 

（２）分布マップ（別紙のとおり） 

※種類別の調査は平成２７年度から実施 

４ まとめ 

身近な生き物調査は、毎年、６年生児童にお願いしていますが、対象

種によっては、種類の見分けがつきにくく、結果の正確性に影響してい

ることが懸念されるものもあります。その中で、今回の調査対象種であ

る「セミ」は、児童がしっかりと見分けてくれているようで、調査結果

はかなり正確であることがわかりました。 

最近、地球温暖化が新聞やテレビニュースの話題として取り上げられ

ることが多くなり、身近なくらしの中でも異常気象や真夏日の増加、桜

の開花日の早まりなど、気候の変化を感じることが多くなりました。セ

ミについても、姫路市域はアブラゼミやミンミンゼミが主体でしたが、

次第に市街地を中心としてクマゼミの生息域が広がっていることが明ら

かになりました。実際に、夏休みに市内の小学校に伺うと校庭の樹木に

２０匹以上のクマゼミが止まっているのを目にすることがあります。 

身近な生き物調査を始めて２０年近くが経ちました。５年ごとに対象

種を変えているため、５年ごとの生き物の推移を数値として捉え、市域

の生物相の変化を客観的にとらえることができます。姫路市の豊かな自

然を守るためには、今の自然がどのような状況で、以前とどのように変

わってきたかを把握することはとても大切な情報です。また、日常では

意識していなかったところにも多くの生き物が生息していることを発見

することで、身の回りにも豊かな生物の多様性があることを学ぶことが

できます。 

最後になりましたが、今回の調査にご協力いただいた皆様に厚く御礼

申し上げると共に、今後もご協力をお願いします。 


